研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　南山苑　　　　　　　　職　種　　准看護師　　　氏　名　　竹内　佳恵

	期　　間　　　平成　１９年３月２６日　～　平成１９年３月２８日

	出張目的　　　新潟視察研修

	出 張 先　　　医療法人　　立川メディカルセンター　　柏崎厚生病院

医療法人　　高田西城会　　高田西城病院

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

· 柏崎厚生病院

今回初めて視察研修に行き、精神科病院他、さまざまな施設を見学する事ができました。精神科勤務の経験のない私は、まず、隔離室に驚きました。何もない部屋にベッドとトイレがあり、想像はできていたも、実際に見てみるとなんだか辛いものがありました。ただ、自分は介護老人保健施設で働いている事もあり一番興味があったのに、とても見学時間が短くあまりゆっくり見ることが出来なかった事が残念でした。グループミーティングでは介護老人保健施設の看護師長と話しをすることができました。こちらの施設ではカンファレンスを週に４回行っており、さまざまな職種の人たちを含めて行っているとのことでした。他に職種別のカンファレンスが週に２回、フロア毎のカンファレンスが週に２回と行っており大変充実していると思いました。南山苑では各フロア毎に週に１回ケアカンファレンスを行っていますが、毎週出来ていないのが現状です。内容もケアプランを読み上げるのみで個人個人にあった具体的なケア内容についてまでは、話し合いがもたれているとは言えません。南山苑では月に１回スタッフミーティングも行っていますが、それぞれのフロアや職種のみのミーティングで、その話し合いの結果を他のフロアや職種のスタッフには伝えていません。情報の共有や把握の為にも今後は、そのフロアのスタッフが知っているだけではなく、他のフロアや職種のスタッフにも伝えていくようにしていく必要があると思います。また、こちらの介護老人保健施設では栄養科との連携がとてもよく出来ていると話されており、例えばご飯が食べたいと訴えがあった場合、昼食のみおにぎりにするなどスムーズに変更し利用者の方の希望にこたえているとのことでした。南山苑でも最近はご飯をあまり食べていただけない利用者に対して、そうめんを出したりいろいろ工夫をして、なるべく摂取していただけるようにしています。今後もっと栄養科と連携を取りいろいろ試してなるべく、利用者様にあった食事提供と摂取量の向上に努めていきたいと思いました。

また、洗濯は全面的に家族にしてもらう事で面会を増えやしたり、家族とコミュニケーションを取っていったりしているそうです。南山苑では家族洗濯が無理な家族には業者洗濯となっており、やはり業者洗濯の家族様でほとんど面会に来て頂けない家族の方もいるので、今後どうやったら家族の方の面会を増やしていけるかなど検討し改善していきたいです。

・高田西城病院

　視察研修２日目となり、こちらも病院の他に様々な施設があり見学させて頂きました。こちらでとても印象に残っているのは、玄関で靴を履き替える事を無くしたということです。外部から入って来やすいように、外部と遮断するものをなくしたとのことでした。南山苑では各フロアの入口で靴を履き替えて頂いてもらっています。今まで、気にする事はありませんでしたが、家族様はどう思っていたのか、気になるようになりました。靴を履き替えないことにより、外部から菌を持ってこられることは避けられないと話していましたが、家族様としてはどう思っているのか、実際に家族様の意見を聞いてみたかったです。また、初めて精神障害者通所授産施設の見学をして、作業されている方々がとても真剣に作業されており、私たちが見学に行くと元気な声で挨拶してくださり笑顔が見られ、時間があれば実際に一緒に作業してみたいと思いました。やはり、２日目も私が一番興味があった介護老人保健施設の見学時間が短かった事が、とても残念です。しかし、グループミーティングの時間は、介護老人保健施設相談員、介護老人保健施設介護主任、特別養護老人ホームの園長、介護老人保健施設の事務長などの方々とお話しする時間がありとても有意義でした。こちらの介護老人保健施設では、入所期間が長い方を対象に退所支援を行い、介護老人保健施設が特別養護老人ホームの様な状態にある為、本来の介護老人保健施設の役割をしていこうと頑張っている所だと話していました。一人でも多くの利用者を在宅復帰させていきたいので、入所時に退所の目安をつけて家族に説明をしているとの事でした。南山苑でも入所期間がとても長い利用者や在宅でも充分可能な利用者様がいると思います。今後、そのような状態にならないように入所時に説明したり、家族様と話し合いの場を設たり、家族様とコミュニケーションを図り家族様の意向を聞いたりなど行っていく必要があると思いました。また、実際には難しいものの、カンファレンスにも家族様に参加して頂き、状況の説明、把握をして頂き、定期的に家族様に説明しておく事が退所をスムーズにさせる要因だとも話されていました。南山苑でも家族様にケアプランの開示はしている所ですが、カンファレンスには参加して頂いておりません。カンファレンスに参加していただければ一緒に開示も出来、状況説明も出来る為、今後可能な家族様には参加して頂きたいと思いました。時間はかかると思いますが、まずはスタッフ間で話し合い、その後家族様にも説明し承諾を得て今後、家族様を交えたケアカンファレンスを行っていければと思います。また、今後個室ユニットになっていくことについても話す事ができ、個室だからといっても、全員が幸せとは限らない。個室で一人が好きな利用者もいれば、大勢で賑やかなのが好きな利用者もいるなど、グループミーティング中、いろいろな方々のお話しを聞く事が出来、出来ればもっとお話しを伺いたかったというのが本音です。普段スタッフ間で介護老人保健施設について話し合う機会はあまりないので、今後スタッフ間でも色々な事について話し合い、色々な意見を出し合いよりよい施設となるようにしていきたいと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　

＜要旨＞
１、柏崎厚生病院

　　昭和６０年４月１日医療法人立川メディカルセンター理事長、立川信三氏により開設され精神科と内科、神経科、歯科がある。精神科は精神療養病棟（閉鎖）46床、精神療養病棟（開放）60床、精神科急性期治療病棟３４床、老人性認知症疾患治療病棟100床にわかれている。内科は障害者施設等一般病棟60床である。訪問看護、医療相談、精神科デイケア、家族会も行っている。
２、米山自在館
　精神障害者社会復帰施設で生活訓練施設と福祉ホームがある。生活訓練施設では、定員２０名で利用期間は原則として２年。希望や話し合いで決めたプログラム」に参加あい、金銭管理や食事作りを身につけていきます。社会復帰や社会参加に意欲があり、デイ、ケアや作業所に通える程度の方が対象です。

　福祉ホームは定員10名でこちらも利用期間は原則として2年。生活訓練施設同様、回復途上にある精神障害者の方を対象とした生活の場ですので、一定程度の自活能力、生活習慣のある方に住居を短期間提供する施設です。
３、介護老人保健施設　　米山爽風苑

　　定員　　入所150床（短期入所療養介護含む）　　通所60人以下３単位（１単位20人以下）
　　対象者
①65歳以上の第1号被保険者で要介護１～５と認定された方

②40歳以上65歳未満の第２号被保険者で特定疾患が原因で要介護１～５と認定された方
　　サービス内容
1 医療サービス　

入院の必要のない程度の要介護者に対するサービス。必要に応じて医師、看護職員が適切な医療、看護を行ないます。
　　②機能訓練
　　　　家庭医療の為に必要な離床訓練や歩行訓練などを行ないます。
　　③ケアサービス
　　　　安心した在宅生活を送って頂く為に、施設サービス計画を立案しそれに基づいたサービスを提
　　　供します。
４、認知症高齢者グループホーム　　米山五楽庵　（認知症対応型共同生活介護　介護保険適応）
　　グループホームとは、少人数の認知症高齢者のグループが家庭的な環境の下で、専属スタッフによる入浴、排泄、食事等のケアを受けながら共同生活する為の専用住居です。利用者が自分の能力に応じて、自立した日常生活が送れるようケアし認知症状の進行防止のお手伝いをしていきます。
　　対象者　

　　65歳以上の中程度の介護認定をお受けの方（65歳未満の初老期認知症の方も含む）で、次のいずれにも該当される方。
　　①家庭環境により、家庭での介護が困難な方。
　　②身辺の自立ができており、共同生活を送ることに支障がない方。
　　

　　定員　第１棟9名（全室個室　洋室５部屋　　和室4部屋）
　　　　　第２棟９名（全室個室　洋室９部屋　車椅子対応居室有）
　　米山五楽苑の五楽とは　①語らう楽しみ　　（語楽）　　②遊ぶ楽しみ　　（遊楽）


③行なう楽しみ　　　（行楽）　　④想う楽しみ　　（想楽）

　　　　　　　　　　　　　⑤慈しむ楽しみ　　　（慈楽）　
５、茨内地域生活支援センター
　　地域生活支援センターとは、柏崎、刈羽地域で暮らしている精神障害者や家族の方が、地域で暮らしている中で出会う課題や悩み、心配事を気軽に相談できる場所です。また、出会いや仲間作りのための活動を行ったり、好きな時に気軽に休める憩いの場としてもご利用できます。その他、地域との交流活動を通じて様々な人たちと触れ合い、みんなで一緒に課題や悩みを解決していくことを目指しています。「地域でごく当たり前の生活を送る」「一人一人が自分らしく暮らす」この二つをセンターでは応援しています。
　利用方法　

　　一人一人に合った支援とサービスを継続的に提供していくことを目指していることと、利用される皆さん一人一人が責任をもって利用していただく為に、原則として登録をお願いしています。会員登録料は年間2400円です。
６、介護老人保健施設　　高田の郷
　　定員　　入所　　９６床　（一般棟５６床、認知症専用棟４０床

通所リハビリテーション　　３０名
　　施設のモットー
　①家庭復帰を目指した自立支援
②家庭的雰囲気での心安らかなリハビリ生活
③利用者の皆様の個別ケアの確立とゆとりある生活プログラム
７、認知症対応型共同生活介護　グループホーム　敬寿

グループホーム　なかよし寿の家
入所要件
①要介護認定１～５の方が対象　　②主治医による認知症の診断が
定員　　敬寿8名　なかよし寿の家18名（9名×２ユニット）
施設のモットーは介護老人保健施設　高田の郷と同じである。

８、特別養護老人ホーム　　いなほ園
施設の特徴
　　利用者の生活スペースは、個別の介護ニーズ（食事、排泄、入浴等）により、５つの生活スペース（ユニット）に分けられ、それぞれのユニットにおいてニーズに適応したサービスが提供されます。
利用定員　

　介護老人保健施設　　　定員135名　　＊うち認知症専用棟　　30名
　　短期入所生活介護　　　定員２名
施設のモットー　

・ご利用者一人一人の個人ニーズに基づき、適切で質の高いサービスを提供し、利用される皆様がその人らしくゆったりと生活できる施設。
・地域で生活される高齢者が、家族の皆様の福祉拠点として信頼され支持される施設、事業所
９、川室記念病院
外来①精神科デイ、ケア　　ＳＳＴや各種グループ療法を実施。再発を予防し生活の質を高める。
　　②重度痴呆患者デイ、ケア　　　対人交流を促す為の親和的対人交流集団精神療法（親和療法）

　　を実施。情動を安定させ介護の負担を軽減します。
　　③個人カウンセリング　 専任の臨床心理士が心の健康をサポートします。
　　④精神保健福祉士相談　　専任の精神保健福祉士が入院時から退院後まで包括的に生活をサポートします。地域と連携を図りケアマネジメントを実践しています。　　
　　⑤精神科訪問看護　　専門スタッフが居宅に直接出向き、円滑な社会生活が送れるよう具体的な援助をします。
入院①Ａ病棟　　急性期精神症状の改善を主目的とした短期的治療病棟。

　　②Ｂ病棟　　痴呆性老人に対する残存機能の維持回復の為の訓練を実施。施設や在宅への適応をはかる。
　　③Ｃ病棟　　退院後の円滑な社会生活に向け、作業療法、ＳＳＴ，金銭や服薬の自己管理などリハビリテーションに取り組んでいる。
　④Ｄ病棟　　高齢者精神障害者のターミナルケアや合併症治療に取り組んでいる。
　　⑤精神科作業療法　　作業活動を通じて集中力の向上と情動の安定を図る。残存機能を維持し回復を促す。
　　⑥ＳＳＴ（社会生活技能回復訓練）　より良い人との付き合い方をグループで練習しながら円滑な社会生活の方法を学びます。
　　病床数　　　２１７床
　　　Ａ　精神科治療病棟　　　　５０床
　　　Ｂ　老人性痴呆疾患治療病棟　　５１床

　　　Ｃ　精神科リハビリ病棟　　　６０床
　　　Ｄ　精神科（高齢精神障害者）療養病棟　　　５６床
１０、精神障害者通所授産施設　　つくし工房
　つくし工房では①就労に向けての準備を行いたい②地域で暮らすための力をつけたい③「生活のはり」を見つけたい、などの希望を持っている方を対象に、作業や対人関係のトレーニング、グループ活動などを行います。
　活動内容　①パン、菓子の製造販売、縫製作業、名刺の点字加工等の授産活動

②生活の仕方や対人関係の訓練を中心としたグループワーク

③レクリエーションやボランティア活動

④健康や日常生活に関する相談、援助活動
　利用期間は原則として2年間
１１、糸魚川市こころの総合ケアセンター
　　精神科治療ケアを中心とする医療、福祉、保健を一体的に提供する総合的なケアセンター
　施設内容
　１階　　①医療施設　　・精神科診療所

　　　　　　　　　　　　・精神科デイケア施設

②その他　　　・相談室

　　　　　　　　　　　　・緊急保護室

　　　　　　　　　　　　・地域交流ホール
2階　　①福祉施設　　　・精神障害者社会復帰施設　「地域生活支援センター　こまくさ」
１２、医療法人　高田西城会　糸魚川診療所

　　診療部門とデイケア部門があり、入院が必要な場合には高田西城病院にて入院治療もできる。
１３、糸魚川市精神障害者社会復帰施設　地域生活支援センター　　こまくさ
　地域生活支援センター　こまくさとは、精神に障害のある方が、地域の中でより安心して心豊かな生活を送る事ができるように、様々な相談を受けたり日常生活の支援を行う施設。
活動内容　①相談、支援
　　　　　　②日常生活支援


③安らぐ、憩う

　　　　　　④出会う、集う

⑤学ぶ、楽しむ

　　　　　　⑥知らせる、広める

　　　　　　⑦その他、家族会
１４、糸魚川市精神障害者社会復帰施設　　好望こまくさ
　　「好望こまくさ」は、個人の尊厳を大切に、就労支援や生活支援を通して利用者の自立と社会参加を促進し、ノーマライゼーションの実現を目指す事を目的としている。
利用対象者は①一般就労する為の自信をつけたい方

②作業を通して体力をつけたい方

③生活のリズムを整えたい方

④一緒に話せる仲間が欲しい方
作業内容

1 電子部品等の組み立て　

2 オリジナル製品の製造、販売（廃油石鹸、雑巾、小物類など）

3 こまきさ畑での畑作業

4 収穫物の販売

5 ホテルの客室清掃

6 チャレンジショップ出店

7 イベントでの販売
１５、精神障害者生活訓練施設　　ハウス道芝
　　地域の中で自立生活を目指す方に利用できる居住（完全個室）を提供するとともに、様々な生活体験を通して、自分らしい生き方を実現できるよう支援する。
利用期間　原則2年、場合により相談の上、1年を超えない範囲で延長できます。
定員　　20名
１６、精神障害者地域生活支援センター　　つくしセンター
活動内容
Ⅰ、生活支援事業
1 憩いの場や仲間作りの場の提供

2 食事サービス（昼食、夕食の配膳）

3 就労支援サービス（喫茶、清掃、皿洗い、ハロワーク同行など）

4 入浴サービス

5 情報提供サービス（ニュース発行、ホームページ運用）

6 グループ活動、余暇活動（サークル、レクリエーション）
Ⅱ、生活相談

1 相談サービス（面接、電話、夜間携帯電話）

2 訪問サービス（定期、不定期）
Ⅲ、地域交流事業
1 喫茶店の運営（喫茶軽食つくしんぼ）

2 交流や啓発のオベント（開催、参加）
Ⅳ、その他の生活支援事業

1 家族の支援（保健所との共催）

2 自助グループ上越つくしの会事務局

3 当事者集いの支援

4 地域職員の会事務局

5 上越グループホーム連絡会事務局

6 地域精神保健福祉活動への協力
Ⅴ、その他

　①皆さんと一緒に必要なことを考えていきます。
利用期間は特に定めは無く、1年ごとの更新となります。
１７、医療法人　高田西城会　高田西城病院

　　大正9年創立　創立者は川室貫治氏

　　病棟　２７０床　急性期治療病棟１　　　４７床

　　　　　　　　　　急性期治療病棟２　　　５３床

　　　　　　　　　　精神療養病棟　　　　　５０床

　　　　　　　　　　老人性認知症治療病棟Ａ　　６０床

　　　　　　　　　　老人性認知症治療病棟Ｂ　　６０床

　病院内には、高田ライフリハビリテーションセンター「らあく」や、ショートステイ　お堀ばた、精神科デイケア、歯科室、喫茶ファミリーなどもはいっている。　

・高田ライフリハビリテーションセンター「らあく」とは、相談、リハビリテーション機能の一体化、連携強化しているところ。
1 精神保健福祉相談室

2 臨床心理室

3 精神科デイケア

4 精神科作業療法室

5 訪問看護ステーション　キャッスル高田

6 老人性認知症疾患センター

7 お母さんのこころの相談室　　　　など行っている。
· 短期入所生活介護　ショートステイ　お堀ばた

お堀ばたでは、利用者の方が自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排泄、食事などの介護、又は日常生活上の支援や機能訓練などのサービスを提供することにより、利用者の方の心身機能及び、生活機能の向上を目指している。

　　定員　　１６床

　　対象者　介護保険受給者（介護予防、要介護度１～５の方）ならどなたでも利用可能。
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